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杉並区立男女平等推進センター情報誌

酊廃物"の蕾り佛｣ 群‘‘i家族物納U中り!群‘‘i家族物納 U中野
近頃子育てに積極的な男性が増えています。昨年、男性の育児休業 (以下、｢育休｣という)取得
率は、過去最高の2,63 % (厚生労働省)に。ただ、育休を希望する男性は3割(★1)。実際の取得に
は今なおハードルが高いようです。
一方、子育ての協働、ワークシェアは、女性の離職防止につながり、経済効果も期待されます。
夫の育児･家事時間と出生率の高さには相関関係があるともいわれます (参考:厚労省 ｢21世紀成
年者縦断調査｣)。
そこで、｢父親育児支援｣を続ける ｢creo (くれお)｣は、男性の育休について知る講座、育休後
の男女をサポートする講座、育休中の男性にも役立つ父子向け料理講座を企画しました。昨年9月
~ 11月に、男女平等推進センター主催で開かれた3回講座の第1回目を中心にご紹介します。

台
休
後
の
パ
パ
は
、
｢出
世
や
昇
給
に
こ
だ

わ
り
が
な
く
な
っ
た
｣
｢よ
り
昇
進
へ
の
意
欲

が
高
ま
っ
た
｣
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ

る
そ
う
。
｢育
休
｣
は
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

再
考
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
い
え
ま
す
。
｢男

性
の
育
休
は
、
静
か
な
る
革
命
｣
と
強
調
し
、

｢育
休
い
つ
取
る
の
?
｣
と
同
僚
へ
の
声
掛
け

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ほ
う
が
家
計
に
も
プ
ラ
ス
。
も
ち
ろ
ん
親
の

人
間
形
成
、
子
ど
も
の
育
ち
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
｣。
裏
目
休
｣
を
経
験
し
た

か
ら
こ
そ
、
家
庭
内
の
仕
事
の
多
さ
に
気
付

き
、
取
得
を
重
ね
る
ご
と
に
窓
賞
児
力
｣
｢家

事
力
｣
が
向
上
し
た
と
話
し
ま
す
。

復
職
後
も
｢育
児
｣
｢家
事
｣
の
時
間
を
確
保

す
る
に
は
、
労
務
効
率
化
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
声
を
積
極

い 的 そ
い に こ
ま 集 で
す め 、

職
場
の
業
務
改
善
を
図
っ
た 積
と 極
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塚越さんの講演
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く れ お

C r e o (くれお)
｢子育てを巡る地域の課題を、自分たちで
解決していこう｣をモットーに、｢父親育児支
援｣ ｢発達障害支援｣を柱に活動を続け約3
年半。パパ講座や発達講座、家族全員で参
加できるイベントを企画運営するほか、今年
度から、父親同士が交流する ｢スギパパ

cafe｣や ｢孫育て｣事業も始動しました。
｢c re o ｣とは、スペイン語の ｢c re e r｣ (考
える、思う)と、｢crear｣ (創造する)の一人
称です。子どもや家族、地域とのかかわり、
自分の生き方について振り返り、考えるきっ
かけを作っていくことを目指しています。

平成24年度 男女平等躍進セン袋-覊施講麿痔霰嵩
平成24年度も区内で活動する団体の企画による講座を下記のとおり開催し、
多くの皆様に参加してい庄雇きました。ありがとうございました。

-な.ひとりで悩んでいませんか夢　 　　 　　 　 　　 　 　　

【問い合わせ先】

料鱒‐8570杉並区阿佐谷南1‐15-1

杉並区区民生活部管理課

男女共同･犯罪被害者支援係

TEL:(03)3312‐2111 (‘℃)

講 座 名 企画･実施団体 開催日 会 場 参加者

いつまでも元気に若々しく 杉並女性団体連絡会
9月11日

ゆう杉並 ホール 延60名
9月25日

｢どう働く? どう生きる?｣
カップルのためのワークライフ
バランス･ワークショップ

N P O 法人マドレポニータ

7月21日 男女平等推進センター

延37名9月15日 高井戸地域区民センター

11月10日 阿佐谷地域区民センター

杉並ゆかりの女性シリーズ9
与謝野晶子に学ぶ
女性の生き方･考え方

杉並の女性史研究会
= 月24日

高齢者活動支援センター 延85名
12月1日

“家族力"U P ! ｢パパの育休x
育休後カフェxパパ子キッチン｣

creoくくれお)

9月29日
産業商工会館

延50名10月6日

11月10日 セシオン杉並

あなたもできるスピードクッキング
N PO法人健康食生活
サポートチーム

10月6日

阿佐谷地域区民センター 延45名10月20日

10月27日

ケアする八のための｢心も体も
軽くなるコミュニケーション講座｣

スタジオデユオ
2月15日

男女平等推進センター 延50名
2月23日

杉並区立男女平等推進センター
〒167‐005 1 杉並区荻窪1- 56- 3
T EL 03- 3393一4410

交通機関
☆関東バス/荻窪駅南口発シャレール荻窪
(荻51) <旧荻窪団地>行き
終点 ｢シャレール荻窪｣下車 徒歩5分

☆杉並区南北バス すぎ丸
(JR阿佐ヶ谷駅 @井の頭線浜田山駅)
｢善福寺川緑地｣下車徒歩10分

☆地下鉄丸の内線/南阿佐ヶ谷駅下車
徒歩15分

杉並区立
男女平等推進センター情報誌
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発行杉並区立男女平等推進センター

1
回
目
の
｢パ
パ
の
合
体
｣
講
座
(2
0
1
2

年
9
月
2 9
日
開
催
)
で
は
、
N
p
o
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
･
ジ
ャ
パ
ン
理
事
の
壕
越
学
さ

ん
、
社
会
保
険
労
務
士
の
新
田
香
織
さ
ん
の

講
演
(前
半
)
と
、
体
験
者
を
交
え
て
の
懇
談

(後
半
)
を
行
い
ま
し
た
。

同
N
P
O
で
男
性
の
育
体
促
進
事
業
｢さ

ん
き
ゅ
ー
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
リ
ー
ダ
ー

も
務
め
る
塚
越
さ
ん
は
、
二
児
の
父
で
育
体

取
得
経
験
者
で
す
。
二
度
目
の
取
得
時
に
は
、

専
業
主
婦
だ
っ
た
妻
の
再
就
職
を
全
面
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
た
と
い
い
ま
す
。

｢夫
婦
の
キ
ャ
リ
ア
戦
略
｣
と
題
し
た
講
演

で
は
、
｢男
性

一
人
で
家
計
を
支
え
る
よ
り

も
、
一
緒
に
子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
た

男女平等推進センター 相談室をご利用く覆さい
専門の女性相談員が電話で相談をお受けします。(平日には、面接による相談<要予約>も行っています。)

相談専用電話 蜜◎◎輔訥幅錫了匍◎
女性弁護±による法律相談もありますo 霊園圓圓璽幽國-(予約制･毎週木曜日･月1回夜間相談あり) ′ *

--
藁 国な . 皀毛鰯腫

れ副題そ ,離婚、養育、財産分与、相続、労働に関することなど
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(.○厚労省｢今後の仕事と家庭の両立支援に関する調査結果｣(2008年)

･彗装峩付時間 鍋前野時か弱竿機4鱒諒で
鰍
--
難解国ね ,.

＼ 輔蟯繊
テコ
副題を ,

　　　 　 　 　　　

･ 平成2 4年度 男女平等躍進セン袋-覊施講麿痔霰嵩
平成24年度も区内で活動する団体の企画による講座を下記のとおり開催し、
多くの皆様に参加してい庄雇きました。ありがとうございました。
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続
い
て
講
演
し
た
新
田
さ
ん
は
、
｢育
休
と

お
金
~
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
｣
を
テ
ー
マ
に
、

｢改
正
育
児
･介
護
休
業
法
｣
の
事
例
を
解
説
。

例
え
ば
、
専
業
主
婦
の
妻
を
持
つ
男
性
も
｢育

休
｣
｢短
時
間
勤
務
｣
｢残
業
免
除
｣
を
取
得
、

選
択
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

従
業
員
1
0
1
人
以
上
が
対
象
だ
っ
た
制
度

が
、
2
0
1
2
年
7
月
か
ら
は
、
す
べ
て
の

事
業
主
に
対
し
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
育
休
給
付
金
は
入
金
ま
で
に
タ
イ

ム
ラ
グ
が
あ
り
、
事
前
確
認
と
家
計
管
理
が

重
要
。
労
務
管
理
の
関
係
部
署
は
も
ち
ろ
ん
、

天
婦
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可

欠
で
す
。

新
田
さ
ん
は
二
児
の
母
で
、
ご
主
人
と
二

人
三
脚
で
子
育
て
、
仕
事
の
両
立
に
励
ん
で

き
た
と
い
い
ま
す
。
15
年
前
、
中
小
企
業
で

育
体
取
得
者
第
一
号
に
。
退
職
後
、
社
労
士

の
資
格
を
得
て
、
現
在
は
企
業
の
職
場
環
境

改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

｢当
時
は
育
児
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
、

周
り
を
見
て
い
な
か
っ
た
｣
と
新
田
さ
ん
。

そ
の
経
験
か
ら
雇
用
側
と
の
｢歩
み
寄
り
｣
の

大
切
さ
を
学
ん
だ
そ
う
。
一
方
、
｢夫
は
子
ど

も
た
ち
と
仲
が
良
く
、
長
女
は
思
春
期
で
す

が
今
も
関
係
は
良
好
で
す
｣
と
も
。
幼
い
時

か
ら
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
き
た
か
ら
こ

そ
、
信
頼
関
係
が
築
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　　
　
　
　　　
　　
　　
　
　
　
　
　

最
近
、
企
業
か
ら
｢仕
事
と
介
護
の
両
立
｣

に
つ
い
て
の
相
談
が
多
い
そ
う
で
す
。
法
律

上
は
、
93
日
ま
で
の
｢介
護
休
業
｣
｢勤
務
時

間
の
短
縮
｣
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
現
実
に
は
、
制
度
利
用
の
前
に
｢退
職
｣

を
選
ぶ
中
高
年
男
性
が
増
え
て
い
る
と
い
い

ま
す
。
晩
婚
化
が
進
む
中
、
子
育
て
世
代
が
親
の

｢介
護
｣
と
の
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
に
直
面
す
る

可
能
性
は
高
ま
り
、
今
後
一
層
、
企
業
側
の

柔
軟
な
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。
同
時
に
、
制

度
を
積
極
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
当
事
者

が
知
識
を
学
び
、
経
験
を
共
有
す
る
場
も
必

要
で
す
。

　

　

　　
　
　
　　
　

　

　　

後
半
は
、
合
体
経
験
者
、
現
在
取
得
中
の

パ
パ
、
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
祖

母
世
代
ら
で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
。
｢初
産
後

一

か
月
間
に
体
調
を
崩
し
た
妻
か
ら
【二
人
目

は
考
え
ら
れ
な
い
』
と
言
わ
れ
、
第
二
子
の

育
体
を
決
意
｣、
｢協
力
し
て
い
た
つ
も
り
だ

っ
た
が
、
妻
が
い
な
く
て
は
何
も
で
き
な
い

と
自
覚
し
た
｣
と
い
う
育
体
経
験
者
の
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。
パ
パ
の
育
体
中
に
就
職
活

動
し
た
マ
マ
は
｢夫
が
育
児
･
家
事
に
専
念

し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
再
就
職
は
な
か
っ
た
。

ケ
ン
カ
し
な
が
ら
も
一
緒
に
子
育
て
し
た
時

間
は
大
き
な
糧
に
な
っ
た
｣。
三
男
が
生
ま

れ
パ
パ
が
初
め
て
台
休
を
取
っ
た
と
い
う
マ

マ
は
｢育
体
の
お
蔭
で
‐
一男
が
す
っ
か
り
パ

パ
っ
子
に
。
子
ど
も
と
の
時
間
を
作
る
う
と
、

夫
は
育
体
後
も
早
く
帰
宅
す
る
よ
う
に
な
っ

た
｣
と
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
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ゞ

｢愚
痴
を
言
う
相
手
が
い
な
い
｣
｢パ
パ
友

が
で
き
な
い
｣
｢自
分
の
時
間
が
ま
っ
た
く
な

い
｣
と
い
う
育
休
パ
パ
の
悩
み
は
、
子
育
て

に
孤
軍
奮
闘
す
る
マ
マ
と
共
通
。
｢職
場
で

家
族
や
子
育
て
の
悩
み
を
シ
ェ
ア
す
る
の
は

難
し
い
｣
と
い
う
意
見
も
。
先
輩
か
ら
は
寝
弗

一
子
は
特
に
手
探
り
だ
け
ど
、
成
長
に
伴
い

少
し
ず
つ
余
裕
も
生
ま
れ
る
｣
と
い
っ
た
ア

ド
バ
イ
ス
が
。
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
少
し

先
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
す
。

他
方
、
職
場
復
帰
し
た
ば
か
り
の
パ
パ
か

ら
｢繁
忙
期
は
仕
事
三
昧
に
。
バ
ラ
ン
ス
が

難
し
い
｣
と
い
う
切
実
な
声
が
。
技
術
職
か

ら
慣
れ
な
い
営
業
職
へ
の
異
動
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
と
い
う
パ
パ
も
い
ま
し
た
。
た
だ
、

｢以
前
よ
り
時
間
調
整
し
や
す
く
な
り
仕
事

の
視
野
も
広
が
っ
た
。
結
果
的
に
良
か
っ
た
｣

と
今
は
前
向
き
に
捉
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

ム

--

　
　　
　
　

　　
　
　

　

ナゾ
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な
ど
‘

鍬
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/

,

申
は

ん聡
瀕軽
嚢

雲
口
児
休
業
法
｣
が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
20

年
。
女
性
の
取
得
率
は
8
割
を
超
え
た
も
の

の
、
男
性
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。
男
女
を

問
わ
ず
蟇
曰
休
｣
が
浸
透
す
る
こ
と
は
、
人
材

流
出
を
防
ぐ
面
で
企
業
側
に
も
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
は
ず
で
す
。

｢振
り
返
れ
ば
、
子
育
て
期
は
‐
幌
だ
っ

た
｣。
大
先
輩
で
あ
る
祖
母
世
代
の
意
見
に

全
員
が
納
得
。
少
子
化
で
労
働
人
口
が
減
る

中
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
勾
~
30
年

後
を
見
据
え
る
と
、
今
か
ら
準
備
し
て
も
遅

く
あ
り
ま
せ
ん
。
｢小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
の

積
み
重
ね
が
時
代
を
変
え
る
｣。
こ
う
し
た

意
識
を
共
有
し
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
、
未
来
を
拓
く
礎
に
な
る
で
し
ょ
う
。

〕･･･

基
本
構
想
が
掲
げ
る
区
の
将
来
像

｢支
え
あ
い
共
に
つ
く
る

安
全
で
活
力
あ
る
み
ど

り
の
住
宅
都
市

杉
並
｣
の
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
男
女
が
個
性
や
能
力
を
発
揮
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
行
動
計
画

(平
成

偽
年
度
~
29
年
度
)
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
3
つ
の
重
点
テ
ー
マ
と
5
つ
の
目
標
を
定
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
施
策
な
ど
を
具
体
的
に
体
系
化
し
た
も
の
で
す
。

◆
行
動
計
画
は
、4
月
中
旬
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、冊
子
は
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
(区
役
所

西
棟
7
階
)
、男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

………000ODO ◎ ◎ ◎ ◎

女性が政治を *『女性が政治を変えるとき｣
議員･市長･知事の経験

男女平等推進センター …………………………"

。スしかぬ　
事

B　　20 11年現在11 %、世界18 8か国
で12 5位 - - これは日本の女性国

会議員比率の世界ランキングだ。
日本は先進国で最低ランクにあり、
ドイツやアメリカと比べても、女性

の政治参加には障壁が多い。しか

し、それでも政治に携わり、政治を

変えてきた女性たちがいる。

『人生のエンディング』
遺言書、遺品整理、終末医療から葬儀まで

朝日新聞出版

人生最期の日 -。それは、ある

日、突然やってくるからこそ、入念

な準備が必要です。悲しみに暮れ

る遺族の負担を軽減するため、そ
して、何よりも自分の人生に美しい

幕を引くために、遺言書の書き方
から葬儀まで、すべての手続きを

分かりやすく解説。今日から使え
る、便利で貴重なガイドブック。

遺

朝

日

*

パパ料理のススメ
　　　　　　　　　

*『パパ斜料理のススメ｣
父親よ大志を抱け

パパ料理研究家 滝村 雅晴
赤ちゃんとママ社

仕事も家庭も子育ても。21世紀
の父親のリテラシーは ｢料理｣だ。

*『精選女性随筆集 第4巻
有吉佐和子 岡本かの子』

目　　　　　
頃猟

　

　

美

和
　　
川
文

′ □佐和子が20代頃に書いた自

負澄れるエッセイや後年のルポ、岡

本かの子が夫･一平、息子･太郎そ
して自分を綴った文章の数々

｢杉
並
区
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
｣
を
策
定
し
ま
し
た

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
よ
る

支
え
あ
い
共
に
つ
く
る
地
域
社
会
の
実
現

○
地
域
社
会
に
お
い
て
仕
事
と
牛
話
の
調
和

(ワ
ー
ク

･
ラ
イ
フ
･
バ
ラ
ン
ス
)
が
図
ら

れ
、
男
女
が
共
に
責
任
と
役
割
を
分
担
し
合

い
な
が
ら
、
地
域
活
動
へ
の
参
画
な
ど
、
多

様
な
牛
き
方
を
選
択
で
き
る
柔
軟
な
社
会
の

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

○
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
男
女

共
同
参
画
の
視
点
か
ら
、
地
域
防
災
力
を
強

化
し
、
誰
も
が
安
全
･
安
心
に
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
人
々
に

と
っ
て
の
男
女
共
同
参
画
の
推
進

0
ひ
と
り
親
家
庭
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
高

齢
者
、
定
職
に
就
け
な
い
若
年
層
等
を
中
心

に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
男
女
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
男
女
へ
の
支
援

を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
が
尊
厳
を
持
ち
白
諾

し
た
個
人
と
し
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
男
女
共
同
参
画
社
会
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
の

さ
ら
な
る
活
性
化

○
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
関
係
団
体
等
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
な
が
ら
魅
力
あ
る
事
業
を
展
開
す

る
な
ど
、
施
設
の
さ
ら
な
る
充
実
･
活
性
化

と
周
知
P
R
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

O
D
V
を
は
じ
め
と
す
る
相
談
事
業
に
つ
い
て

は
、
福
祉
事
務
所
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
の
連
携
を
強
め
、
被
害
者
の
立
場

に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
が
迅
速
に
行

え
る
よ
う
庁
内
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
東
京
都
や
警
察
な
ど
他
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

1
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
個
性
や
能
力
を

発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り

n
仕
事
と
生
活
の
調
和
(ワ
ー
ク
･ラ
イ
フ
･バ
ラ

ン
ス
)の
実
現

m
生
活
上
の
困
難
を
有
す
る
男
女
へ
の
支
援

N
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
形
成

V
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
社
会
づ
く
り

人生のエンデシグ


